(公財)日教弘教育研究助成事業 
兵庫支部　教育文化活動「ボランティア活動助成」募集要項
(中学校用)
地域の文化や伝統文化の体験、ボランティア活動を通じて教育・地域に貢献する活動を行っている中学校を対象として助成します。
１．主催　　公益財団法人 日本教育公務員弘済会 兵庫支部
２．ボランティア活動助成について　
1 募集対象　兵庫県内の公立の中学校、特別支援学校高等部を原則とします。
2 ２０２３(令和５)年度(４月１日から翌年３月３１日)１年間で完了する活動を対象とします。

③　助成対象として認められない経費がありますので、別紙をご確認ください。また、営利目的、実質
的に休止状態にある活動は対象外とします。
３.  助成金額
　　  ３万円以内とします。
４．　応募方法
　　 ①申請書作成・提出　当支部のホームページ（https://www.kyoko-hyogo.or.jp）から申請書をダウンロードし
て、必要事項を記入の上で、校長印を押印して下記宛に郵送して下さい。記入方法
については、記入例を参考にしてください。
2 申請書締切日　　　2023年６月３０日(金)必着で郵送して下さい。
５． 助成金交付決定について
7月に開催予定の教育振興事業選考委員会にて選考後、兵庫支部幹事会の議を経て支部長が決定します。選考結果は決定後に兵庫支部ホームページに決定校を掲載してお知らせします。
なお、決定校には、７月下旬以降より順次学校へ連絡のうえで助成金を持参して交付します。
６． 成果報告書について
①事業終了後に下記の３点をご提出ください。
　　　 　○成果報告書　　　　会計報告も忘れずご提出ください。
　　　　 ○領収書(原本)　　　別紙（A4サイズ）に領収書の原本(コピーは不可)を貼付して提出してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※領収書の宛名は必ず学校名にしてください。(個人名は不可)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ご提出後、領収書は返却いたしません。クレジットカード払いの領収書は不可。

　　　 　○成果物　　　　　　　事業等の概要がわかるものを提出してください。
　　  　　　　　　　　　　　　　　　 ※成果物は簡素化したもの（2枚～3枚程度）でお願いいたします。
②成果報告書は2024年2月末必着で必ずご提出をお願いいたします。
７． 費目変更願書について
　　 ①会計報告の費目内訳等が、申請書提出時と一部でも異なる場合は、まず当支部までご相談ください。　
　　　そのうえで、成果報告書提出時に合わせて費目変更願書も提出していただきます。
但し、費目が申請書提出時と完全に異なることは認められません。
　　②費目は変わらずに金額のみ変更する場合は、費目変更願書の提出は不要です。
　　③会計報告の合計金額が、給付した助成金より減額されることは認められません。
８． その他
①昨年度の助成金対象校は申請できませんのでご注意ください。
②活動期間が複数年の場合は、最終年度にご申請ください。
９. お問い合わせ(書類提出)先
　　 〒650-0004　神戸市中央区中山手通4-10-10　ラッセホール西棟6階
　　　（公財）日本教育公務員弘済会　兵庫支部
　　　　　　　　ＴＥＬ　０７８－２２２－３２６２（平日：９：００～１７：００）
　　ＦＡＸ　０７８－２２２－３２６３
（別紙）
助成対象事例
下記の内容は一部の例となります。
	助　成　対　象
	助　成　対　象　外

	消耗品（用紙・箒・楽譜・軍手・ごみ袋等）
	トナーカートリッジ代

	ボランティア保険
	インク代

	講師謝金（源泉徴収が必要）
	学校の教職員の旅費

	運送費・通信費
	学校管理備品

	印刷代
	飲食（会議用のお茶等）

	会場代
	楽器購入費

	楽器修繕費
	

	貸切バス代（運転手の宿泊・食事代等は対象外）
	


※上記記載の内容以外にも、助成対象として認められるもの、認められないものもございます。
※その他、ご不明点は当支部までご連絡お願いいたします。
（様式　文-１）

2023年度 　教育文化活動助成
ボランティア活動助成金交付申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会兵庫支部　
　　　　　　　　　　支部長　　川 原  芳 和　様
学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　公印
貴会の教育文化活動助成事業について、次のとおり申請いたします。
１．テーマ（３０字以内で簡潔にご記入下さい。）

	期間等（　　　　　年　　　　月　～　　　　　　　年　　　　月まで）
	申請金額

	
	３　万　円


２．申請者
	所属所・団体
	名　称
	　

	
	所在地
	〒（　　　　　）－（　　　　　　　　）


	
	
	ＴＥＬ
	

	
	
	ＦＡＸ
	

	
	
	E-mail
	


３．この申請書に関する問い合わせ先（上記申請者と異なる場合のみご記入ください）
	氏　　　　　　名
	所　属　所　・　団　体

	
	


４．研究・活動の目的・特色(助成申請に至った経緯、位置づけ等を記入)
	


５．当支部からの助成金の予定されている費目別内訳　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　　目
	金　　　額
	内訳・算出根拠等

	
	
	

	合　　　計
	
	


〈注〉　1. 下記の経費は助成対象となりません。　
(1) 申請者本人（所属所教職員を含む）の人件費　 
(2) 汎用性のある機器（パソコン等）の購入および学校備品にあたる教材費
(3) 組織等の一般管理費に相当する通常経費、飲食費　等
(4) クレジットカード払いの領収書

2. 講師謝礼を費目としてお考えの場合、必ず各学校で源泉徴収を行ってください。

3. 個人情報の取り扱いについて：当支部ホームページに記載しております。

4. 選考する上で、別途、資料を提出していただく場合があります。
　(様式　　文- 2 )

2023年度 　教育文化活動助成
ボランティア活動助成金成果報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会兵庫支部
　　　　　　　　　　支部長　　川　原　芳　和　様
学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　公印
	テーマ
	

	研究期間
	　　　　　　　　年　　　　月　　～　　　　　年　　　　日

	概要　(600字～800字程度にまとめてください)



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告書作成者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※ボランティア活動の成果物の添付をお願いします。
	会計報告   

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　　年　　　　月　　～　　　　　年　　　　月　　　 　　

＜ 使途明細書 ＞                                  　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：円)
費　　　　　　目

金　　　　　　額

内　　　　　　　訳

合　　　　　　計

1.　領収書（原本のみ可）は、別紙に貼付してください。ご提出後、領収書は返却いたしません。

請求書・納品書については添付の必要はありません。

2.　下記経費は、助成対象になりません。　

①申請者本人(所属所教職員を含む)の人件費
②汎用性のある機器(パソコン等)の購入費および学校備品にあたる教材費
③組織等の一般管理費に相当する通常経費、飲食費　等
④クレジットカード払いの領収書

3.　費目内訳等が、申請書提出時と一部異なる場合は、当支部までご相談ください。但し、費目が申請書
提出時と完全に異なることは認められません。

　



（様式　文-3）
費目変更願書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会兵庫支部　

支部長　　　川　原　芳　和　様

学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公印
費目を下記の通り変更いたしますので、ご確認をお願いします。
■当初の費目（申請書記載の費目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　　目
	金　　　額
	内訳・算出根拠等

	
	
	

	合　　　計
	
	


■変更後の費目（成果報告書記載の費目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　　目
	金　　　額
	内訳・算出根拠等

	
	
	

	合　　　計
	
	


	


変更理由について

領収書貼付用紙
領収書は原本を貼付してください。
※領収書の宛名は、必ず学校名でお願いします。（個人名は不可）

※ご提出後、領収書は返却いたしません。
※クレジットカード払いの領収書は不可とします。
※講師謝金を執行した場合は、源泉徴収税を納税の上で、所管の
　 税務署が発行する領収証書を添付してください。

「ご注意ください」
例年対象外の経費の問い合わせがありますが、
下記の経費は給付の対象になりませんので宜しくお願いいたします。
・飲食費（例：お弁当・会議用お茶など）
・備品費（例：ホワイトボード、情報機器など）
・コピー機用トナー、インクカートリッジなど
　　　※不明な点がありましたら、事前にお問い合わせください。
　　　　　　　　　（兵庫支部　　０７８－２２２－３２６２）
（様式　文-１）

2023年度 　教育文化活動助成
ボランティア活動助成金交付申請書【記入例】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会兵庫支部
　　　　　　　　　　支部長　　川 原  芳 和　様
学校名　　　　　神戸市立○○中学校　　　　　　　　


校長名　　　　　　　　　教　弘　　　花　子 　　　　　　　　公印
貴会の教育文化活動助成事業について、次のとおり申請いたします。
１．テーマ（３０字以内で簡潔にご記入下さい。）

	（４．研究・活動の目的・特色）欄にて詳細を記入していただくので、この欄は短く
簡潔にまとめてください。
期間等（　　　　　年　　　　月　～　　　　　　　年　　　　月まで）
	申請金額

	
	３　万　円


２．申請者
	申請者名
学校所在地
	名　称
	　教　弘　花　子 （通常であれば校長名を）

	
	所在地
	〒（　６５０　）－（　０００４　）
神戸市中央区中山手通○丁目○○－○○


	
	
	ＴＥＬ
	　０７８－２２２－００００

	
	
	ＦＡＸ
	　０７８－２２２－９９９９

	
	
	E-mail
	　abcde@nikkyoko.jp


３．この申請書に関する問い合わせ先（上記申請者と異なる場合のみご記入ください）
	氏　　　　　　名
	所　属　所　・　団　体

	教頭　　日教　太郎
	○○中学校


４．研究・活動の目的・特色(助成申請に至った経緯、位置づけ等を記入)
	（１．テーマ）に基づいて、どのような取り組みをされるのかをご記入ください。今年度の
ボランティア活動の目的や方向性とともに、特色のある取り組みがあればお書きください。



５．当支部からの助成金の予定されている費目別内訳　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　　目
	金　　　額
	内訳・算出根拠等

	
	
	

	合　　　計
	
	


〈注〉　1. 下記の経費は助成対象となりません。　
(1) 申請者本人（所属所教職員を含む）の人件費　 
(2) 汎用性のある機器（パソコン等）の購入および学校備品にあたる教材費

(3) 組織等の一般管理費に相当する通常経費、飲食費　等

(4) クレジットカード払いの領収書

2. 講師謝礼を費目としてお考えの場合、必ず各学校で源泉徴収を行ってください。

3. 個人情報の取り扱いについて：当支部ホームページに記載しております。

4. 選考する上で、別途、資料を提出していただく場合があります。
　(様式　　文- 2 )

2023年度 　教育文化活動助成
ボランティア活動助成金成果報告書【記入例】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会兵庫支部
　　　　　　　　　　支部長　　川　原　芳　和　様
学校名　　　　　　　神戸市立○○中学校　　　　　　　　


校長名　　　　　　　　　　教　弘　　花　子 　　　　　　　　公印
	テーマ
	　交付申請書と同じ内容を記入して下さい



	研究期間
	　２０２３年　４月　　～　　２０２４年　2月　　　※当該の年度内で設定

	概要　(600字～800字程度にまとめてください)
○申請書の４で記入された内容を受けて、取り組まれた成果をまとめてください。
○研究活動の成果物の例(どれか一つで結構です)
　　　  ・ボランティア活動のレポート
      ・ボランティア活動の様子が分かる写真
      ・ボランティア活動に取り組んだ生徒の感想文
      ・その他、ボランティア活動のよくわかる資料　　　等



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告書作成者氏名　　　　　　兵　庫　太　郎　　　　　　　
※ボランティア活動の成果物の添付をお願いします。
	会計報告   

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２３　年　４　月　　～　２０２４　年　３　月　　　 　　

＜ 使途明細書 ＞                                  　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：円)

費　　　　　　目

金　　　　　　額

内　　　　　　　訳

例　１
清掃用品費
２０，０００
清掃用品（ほうき、軍手等）
活動用ビブス
３０，０００
メッシュビブス＠１，０００×３０
例　２
運搬費
５０，０００
楽器運搬費
例　３
講師謝金
１０，０００
ボランティア活動に必要な講師の謝金
源泉徴収税
１，１３７
（別表に基づいて計算）
消耗品費
３８，８６３
A４クリアファイル、模造紙、マジック等
合　　　　　　計

５０，０００
1.　領収書（原本のみ可）は、別紙に貼付してください。ご提出後、領収書は返却いたしません。

請求書・納品書については添付の必要はありません。

2.　下記経費は、助成対象になりません。　

①申請者本人(所属所教職員を含む)の人件費
②汎用性のある機器(パソコン等)の購入費および学校備品にあたる教材費
③組織等の一般管理費に相当する通常経費、飲食費　等
④クレジットカード払いの領収書

3.　費目内訳等が、申請書提出時と一部異なる場合は、当支部までご相談ください。但し、費目が申請書
提出時と完全に異なることは認められません。




（様式　文-3）
費目変更願書【記入例】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
公益財団法人　日本教育公務員弘済会兵庫支部
　　　　　　　　　　支部長　　川　原　芳　和　様
学校名　　　　　　神戸市立○○中学校　　　　　　　


校長名　　　　　　　　　　教　弘　　花　子　　　　　　　公印
費目を下記の通り変更いたしますので、ご確認をお願いします。
■当初の費目（申請書記載の費目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　　目
	金　　　額
	内訳・算出根拠等

	印刷費

	５０，０００

	　印刷製本代


	合　　　計
	５０，０００
	


■変更後の費目（成果報告書記載の費目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　　　目
	金　　　額
	内訳・算出根拠等

	印刷費
消耗品費

	３０，０００
２０，０００

	　印刷製本代
　模造紙、Ａ４用紙


	合　　　計
	５０，０００
	


	当初の計画では印刷費として50,000円の予定をしておりましたが、印刷費が30,000円に抑えられたので、その費用を消耗品費（模造紙等）に変更をお願いします。


変更理由について

源泉徴収税額の計算方法について（参考）
①講師料から源泉徴収税額を減額して支払う場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【計算方法】税率が10.21％
　　講師料×0.1021＝源泉徴収税額
　　講師料－源泉徴収税額＝講師の手取額
【30,000円の場合】
30,000円×0.1021＝3,063円 ⇒学校園が所管の税務署へ納付（領収証書を報告時に添付）
30,000円－3,063円＝26,937円 ⇒講師の手取額
	参考例
	講師料
	源泉徴収税額
	講師の手取額

	
	10,000円
	1,021円
	8,979円

	
	20,000円
	2,042円
	17,958円

	
	30,000円
	3,063円
	26,937円

	
	40,000円
	4,084円
	35,916円

	
	50,000円
	5,105円
	44,895円


②講師料とは別に源泉徴収税額を支払う場合（講師料のなかに源泉徴収税額を含まない場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【計算方法】税率が10.21％
　　講師料÷0.8979＝総支払金額(1円未満の端数は切り捨て)
　　総支払金額－講師料＝源泉徴収税額
　　※0.8979の考え方は　1-0.1021＝0.8979
【30,000円の場合】　
30,000円÷0.8979＝33,411円
33,411円－30,000円＝3,411円 ⇒学校園が所管の税務署へ納付（領収証書を報告時に添付）
	参考例
	講師料（総支払金額）
	源泉徴収税額
	講師の手取額

	
	11,137円
	1,137円
	10,000円

	
	22,274円
	2,274円
	20,000円

	
	33,411円
	3,411円
	30,000円

	
	44,548円
	4,548円
	40,000円

	
	55,685円
	5,685円
	50,000円


【その他】　※源泉徴収税額を最寄の税務署にお支払いお願いします。
※上記①・②のどちらのパターンでされるかは、学校側と講師の方とでご相談ください。
※納付書は最寄の税務署へお問い合わせください。
詳しくは、国税庁のホームページもしくは最寄の税務署にお問い合わせください。
領収書例：講師手取額26,937円の場合





○○学校様　領　収　書　


￥ 30,000


講師謝金 26,937円


源泉徴収  3,063円


年　月　日　　　　　　　印





領収書例：講師の手取額30,000円の場合





○○学校様　領　収　書


￥ 33,411


講師謝金 30,000円


源泉徴収  3,411円


年　月　日　　　　　　印
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